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全然ないと仮定すれば， 非常に大きな倍率が得られるわけであ

る。実際には隊擦損失が甚だ大であるのでその効率は低い。ね

じには大きな力がかかるから ， ねじを回すのに要するモ ー メン

トの少い検(てい)形ねじが用いられ， また二重ねじが多く用い

られる。その作用はハントソレを手力で回転すると心俸のねじが

回転し，プレーキてこを経て基礎プレーキ装置に力を与えるよ

うになっている。

(3) 鎖プレーキ 半径の大きいハンドノレを回転し半径の小さ

い ドラ ム(巻H同)に鎖を巻きつけてプレー キ引俸を引強り ， 手力

を倍加する装置である。これだけでは所裂のプレー キ倍率を得

ることができない湯合には， 樹111をそう入して倍率を治大す

る。

このブ レー キでは手を休めたり ， 放したり すれば， もどしば

ねに よ ってハ γ ドノレは高速に逆転し危険であるから ， ハソドノレ

心俸の娘元に爪 (つめ)l!ïを付 けて逆転を防止し，プレ ーキを保

持する よ うになっている。

(4) IT!IJ プ レー キ (side brake ， 図 -4) 貨車の入換用として

l!ï f本の側面に設けられた足踏式のプレ ーキ装置。入換のとき連

絡手がMび祭って， プレ ー キてこ 4 個1)プレ ー キ装置

を足でt踏告んで所定の位置に{停卒Z車事さ F 
せるものである。 これを剖f使史悶 して γ 「一「ヘ ~τ

~いプレーキ力を得るために， 迎 dFì:込市 町内"旬

結手は熟練によって体重より も逃 \ー/

かに大きい力を，身体の動作により瞬間的に加えられるもので

あるから，長く継続することはできない。この力を長〈継続す

るために連結手がてこを強く踏んだ瞬間に， てこもりに多数あ

けられた穴にピ γを手早く挿入して， てこがもどらないように

する。この装置を側プレーキてこ止装置と いう。この役作はきわ

めて危険であり ， 熱紛を裂するので ， こ の欠点を除去し一周強

力なプレ ー キカが楽な姿勢で働けられ，プレー キ距離 (プレー

キを掛けてから車両が停止する ま で走る距離)を短縮する目 的

で工夫されたものがブレーキ ・イ ー ジ ーである。これはてこも

りに歯形を切り，てことともに上下するつめ装置をこの歯にか

み合わせて， 1liにてこを足で踏みさえすればてこはもどらない

ようにしたものである。

(5) 市l輪子加減装置 一般に市l輪子は一様に滅らないで鏑耗

し，タイヤとのすきまが上部と下部と で逸ってくるから， この

すきまをー織にして*制総子の全面がタイヤに接触するように

する装置。甲形mlJ輪ヲーて'は 1bïJ輪子加並走俸が{吏われ， 乙形制l輪子

では制緩1子iïJiに取付けた図ー2 !照号 13 ， 1 4 および図 5 !照号 39 の

ようなものが使われている。

(6) 制輪子すきま調整装置 制輪子およびタイヤが摩耗して

くるとそのすきまは次第に符!大し ， プ レ ー キシ リ ンダのピスト

γ1'1'程(手プレーキではハ γ トツレの回転数)が増加して不都合

を生ずるから，このすきまを調整するために設けられたもの。

これには図ー2 !被号 8 ， 9, 15 に示すような tJ日波ねじ式と， I濁ー5

1照号 13 に示すようなタ - '/バッ ク ノレ式 と があり ， これを調整し

て引俸の長さを加滅する。図う では ター γ パッ ク ノレで小さい

調整を行い，大きい調整は抑篠(!照号 14) で行うようにしてあ

る。以下はいずれも人為的な調整を要するものであるが自動的

すきま調整装置 もある。

図-5 は炭水車の手プレーキの一例で， ハソドノレを回転する

と歯車箱(照号 40) の中にあるかさ歯車に よ って手プレ ー キ心

機(f被号 30) 下部のねじが固され， これにはまっているプレー

キ心隊ナッ ト (照号 3 1 ) が引上げら*'1，プレー キ リ ンク (l!<<勾

27) ，手プレー キ腕 (!照号 25) を経て手プレー キ引俸(照号11)

を引破る。このプ レーキ引俸は空気プレ ー キと兼用のプ レー キ

て こ (照号 1 ) と 結合されているから， 空気ブ νー キの作用と




